
３．ｓｆ系断層

ｓｆ－１断層～ｓｆ－６断層

118



３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層確認地点位置図

119

ｓｆ－４断層トレンチ

ｓｆ系断層確認数量
【ボーリング調査】
ｓｆ－１断層： 3孔
ｓｆ－２断層： 3孔
ｓｆ－３断層：20孔
ｓｆ－４断層： 5孔
ｓｆ－５断層： 4孔
ｓｆ－６断層： 7孔
【トレンチ調査】
ｓｆ－３断層：1地点
ｓｆ－４断層：1地点

ｓｆ－３断層トレンチ

：主要な断層の一般走向・傾斜の方向

（伏在）
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断層名 確認位置
主な
走向

主な
傾斜

センス
最大鉛直
変位量
（ｍ）

破砕部
最大幅
（ｃｍ）

主な性状 活動性に関する知見

ｓｆ－１
断層

ボーリング
N80ﾟW～

EW
50°～60°

南
南上がり

逆
85 なし

・断層面は固結・ゆ着し、軽石に沿っ
て凹凸する。断層の上下盤の地質
が構成粒子の破砕を伴わずに混在
する。

・ｆ－２断層に切られる。

ｓｆ－２
断層

ボーリング N70ﾟW
40°～65°

南
南上がり

逆
25 なし

・断層面は、固結・ゆ着する。
・固結した細粒物を挟在する。

・ｆ－２断層に切られる。

ｓｆ－３
断層

ボーリング
トレンチ

EW～
N55ﾟE

30°～70°
北

北上がり
逆

145 なし

・断層面は固結・ゆ着する。断層の上
下盤の地質が構成粒子の破砕を伴
わずに混在する。断層近傍の軽石
が断層面と平行に配列する。

・ｆ－１断層に切られる。

ｓｆ－４
断層

ボーリング
トレンチ

N60ﾟW～
EW

50°～70°
北

北上がり
逆

70 なし
・断層面は固結・ゆ着する。断層の上
下盤の地質が構成粒子の破砕を伴
わずに混在する。

・ｆ－１断層に切られる。

ｓｆ－５
断層

ボーリング
EW～

N75°E
20°～50°

北
北上がり

逆
90以上 なし

・断層面は固結・ゆ着する。断層の上
下盤の地質が構成粒子の破砕を伴
わずに混在する。

・鷹架層上部層泥岩層
に変位を与えない。

ｓｆ－６
断層

ボーリング
N60～
70ﾟE

50°～60°
南

南上がり
逆

70 なし
・断層面は固結・ゆ着する。断層の上
下盤の地質が構成粒子の破砕を伴
わずに混在する。

・ｆ－２断層に切られる。

３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の主な性状及び活動性

120

【ｓｆ系断層及びｆ系断層の認定について】

以下のような特徴が複数箇所で同じ傾向を持って確認された場合に、ｓｆ系断層あるいはｆ系断層と認定した。

【ｓｆ系断層とｆ系断層との関係】

・断層部の性状から、ｓｆ系断層は未固結時に活動した断層である一方、ｆ系断層は固結後に活動した断層と判断した。

・地質分布及びトレンチ調査結果から、ｓｆ系断層はｆ系断層に切られることを確認している。

→ｓｆ系断層はｆ系断層よりも先に形成した断層と判断した。

項目 ｓｆ系断層 ｆ系断層

断層部の性状
断層面は凹凸し固結・ゆ着する。断層の上下盤の地質が構成粒子の破砕を
伴わずに混在するなどの未固結時の変形構造が認められる。

断層面は直線的で全部あるいは一部が平滑面で分離する。鏡肌・条線・破
砕部など固結後の変形構造が認められる。

主な走向及び
変位センス

東西走向の逆断層であり、地質構造を規制するような変位が認められる。
南北走向から北東－南西走向の正断層であり、地質構造を規制するような
変位が認められる。

まとめ資料
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0 500m

・ｓｆ－１断層の断層面は、固結・ゆ着しており、弱層部は認められない。

３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の性状（ｓｆ－１断層：ボーリングコア観察結果 Y-10孔（１））

ボーリング調査位置図

Ｙ-10孔

鷹架層下部層
細粒砂岩層（T1fs）

細粒砂岩

Y-10孔
（深度 26.90m～27.00m）

121

鷹架層中部層
粗粒砂岩層（T2cs）
砂質軽石凝灰岩

ｓｆ－１ 断層

敷地内地質層序表（鷹架層）

まとめ資料
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３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の性状（ｓｆ－１断層：ボーリングコア観察結果 Y-10孔（２））

鷹架層下部層
細粒砂岩層(T1fs)

細粒砂岩

鷹架層中部層
粗粒砂岩層(T2cs)
砂質軽石凝灰岩

Y-10孔 （深度15m～35m）

ｓｆ－１断層

122

鷹架層下部層
細粒砂岩層(T1fs)

細粒砂岩

鷹架層中部層
軽石凝灰岩層(T2pt)

礫岩

ｓｆ－１断層

まとめ資料
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0 500m

・ｓｆ－２断層の断層面は、固結・ゆ着しており、弱層部は認められない。

３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の性状（ｓｆ－２断層：ボーリングコア観察結果 M-Z孔（１））

鷹架層下部層
細粒砂岩層(T1fs)

細粒砂岩

鷹架層下部層
泥岩層(T1ms)

泥岩

ボーリング調査位置図

M-Z孔

M-Z孔
（深度 45.70m～46.00m）

ｓｆ－２ 断層

123

敷地内地質層序表（鷹架層）
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３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の性状（ｓｆ－２断層：ボーリングコア観察結果 M-Z孔（２））

鷹架層下部層細粒砂岩層(T1fs)
細粒砂岩

鷹架層下部層泥岩層(T1ms)
泥岩

鷹架層下部層細粒砂岩層(T1fs)
細粒砂岩

M-Z孔 （深度30m～50m）

ｓｆ－２ 断層

124
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35.10m 35.20m
0 500m

３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の性状（ｓｆ－３断層：ボーリングコア観察結果 N7-ത5孔（１））

125

ボーリング調査位置図

N7-5孔

N7-5孔（深度35.00m～35.30m）

鷹架層中部層
軽石凝灰岩層(T2pt)

軽石質砂岩

鷹架層中部層
軽石混り砂岩層 (T2ps)
砂質軽石凝灰岩（２）

ｓｆ－３ 断層
(上下の地層の混在部）

・ｓｆ－３断層の断層面は固結・ゆ着しており、弱層部は認められない。

敷地内地質層序表（鷹架層）
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３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の性状（ｓｆ－３断層：ボーリングコア観察結果 N7-ത5孔（２））

126
N7-5孔

（深度 25m～45m）

ｓｆ－３ 断層
鷹架層中部層軽石凝灰岩層(T2pt)

軽石質砂岩
鷹架層中部層軽石混り砂岩層 (T2ps)

砂質軽石凝灰岩（２）
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127

３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の性状（ｓｆ－３断層：ボーリングコア・ＣＴ画像観察結果 ഥ０-ത5孔（１））

鷹架層下部層

細粒砂岩層(T1fs)

細粒砂岩

鷹架層中部層
軽石混り砂岩層(T2ps)
軽石混り砂岩(2)

ｓｆ－３断層(62.15m)

ボーリングコア写真

ＣＴ画像

拡大範囲

◆ボーリングコア・ＣＴ画像観察結果
・ｓｆ－３断層を境して、上盤側には鷹架層下部層細粒砂岩層が、下盤側
には上位の鷹架層中部層軽石混り砂岩層が分布する。
・断層面は固結・ゆ着し、破砕やせん断面は認められない。

（次ページに示す）

0 500m

O-5孔

鷹架層中部層
軽石混り砂岩層(T2ps)
砂質軽石凝灰岩(1)

敷地内地質層序表（鷹架層）

ボーリング調査位置図
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３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の性状（ｓｆ－３断層：ボーリングコア・ＣＴ拡大画像、薄片観察結果 ഥ０-ത5孔（２））

128

最大傾斜方向の断面
断面の方向

５ｃｍ

水平方向の断面位置

上下の地質が混在する範囲

断面の方向

水平方向の断面

１ｃｍ

◆ＣＴ画像観察結果
・傾斜35°～40°、幅約4㎝の範囲で細粒砂岩と
軽石混り砂岩が混在し、軽石が一部変形して
いる。

・軟質な破砕部及びせん断面は認められない。
・複合面構造は認められない。
◆薄片観察結果
・上下盤の基質が粒子レベルで混在する。
・せん断面・複合面構造は認められない。

上 上
0 10mmオープン

最大傾斜方向
0 10mm

軽石混り砂岩（２）細粒砂岩

クロス
最大傾斜方向

ｓｆ-３断層
（混在部上端）

ｓｆ-３断層
（混在部上端）

薄片作製位置

ｓｆ-３断層
（混在部上端）

ｓｆ-３断層
（混在部上端）

まとめ資料
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0 500m

３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の性状（ｓｆ－４断層 ボーリングコア観察結果 ഥC-തh孔（１））

・ｓｆ－４断層の断層面は、固結・ゆ着しており、弱層部は認められない。

ボーリング調査位置図

C-h孔

Ｃ-ｈ孔（深度6.00m～6.40m）

鷹架層下部層
細粒砂岩層（T1fs）

細粒砂岩

鷹架層中部層
軽石凝灰岩層（T2pt）

軽石質砂岩

ｓｆ－４ 断層

129

敷地内地質層序表（鷹架層）
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３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の性状（ｓｆ－４断層：ボーリングコア観察結果 ഥC-തh孔（２））

鷹架層下部層
細粒砂岩層(T1fs)

細粒砂岩

鷹架層中部層
粗粒砂岩層(T2cs)
砂質軽石凝灰岩

盛土
(fl)

Ｃ-ｈ孔 （深度 0m～27m）

鷹架層中部層
軽石凝灰岩層(T2pt)

軽石質砂岩

鷹架層下部層
細粒砂岩層 (T1fs)

細粒砂岩
ｓｆ－４断層

130
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131

ｓｆ-4T-W

水平方向の断面 傾斜方向の断面

※ブロックの磁北方向をＨに合わせてＣＴ撮影している。

走向方向の断面

５
ｃ
ｍ

５
ｃ
ｍ

５
ｃ
ｍ

ＭＮ
上盤側

走向
方向

水平
方向上盤側

鉛直上
方向

上盤側

走向
方向

ｓｆ-４断層
（やや密度の高い面構造が認められる範囲）

●ＣＴ画像観察結果
・細粒砂岩と砂質軽石凝灰岩の境界に、傾斜65°、幅約1㎝の範囲でやや密度の高い面構造が認められる。
・軟質な破砕部及びせん断面は認められない。
・複合面構造は認められない。

水平方向の断面（上面） 傾斜方向の断面（東面）

ｓｆ-４断層

ｓｆ-４断層

砂質軽石凝灰岩

細粒砂岩

細粒砂岩

砂質軽石凝灰岩 上

３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の性状（ｓｆ－４断層：ブロック・ＣＴ画像観察結果（１））

ブロック試料採取位置（ｓｆ－４断層トレンチ底盤）
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132

ｓｆ-4T-E

水平方向の断面
傾斜方向の断面

※ブロックの磁北方向をＨに合わせてＣＴ撮影している。

走向方向の断面

５
ｃ
ｍ

５
ｃ
ｍ

５ｃｍ

ＭＮ
上盤側

走向
方向

水平
方向上盤側

鉛直上
方向

上盤側

走向
方向

ｓｆ-４断層
（やや密度の高い面構造が認められる範囲）

●ＣＴ画像観察結果
・細粒砂岩と砂質軽石凝灰岩の境界に、傾斜60°、幅約1㎝の範囲で、細粒砂岩と砂質軽石凝灰岩が混在する、やや密度の
高い面構造が認められる。

・軟質な破砕部及びせん断面は認められない。
・複合面構造は認められない。

水平方向の断面

傾斜方向の断面（東面）

ｓｆ-４断層

細粒砂岩

砂質軽石凝灰岩

ｓｆ-４断層

細粒砂岩

砂質軽石凝灰岩

上

３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の性状（ｓｆ－４断層：ブロック・ＣＴ画像観察結果（２））

ブロック試料採取位置（ｓｆ－４断層トレンチ底盤）
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133

ｓｆ-4T-E

●薄片観察結果
・細粒砂岩と砂質軽石凝灰岩の境界は周辺よりやや細粒化する。
・断層面は固結・ゆ着し、上下盤の地質が粒子レベルで混在する。軟質な破砕部及びせん断面は認められない。
・複合面構造は認められない。

オープン
鉛直方向

クロス
鉛直方向0 10mm オープン 水平方向 クロス 水平方向0 10mm 0 10mm 0 10mm

水平方向 水平方向

薄片作成試料

薄片作成試料

砂質軽石凝灰岩

細粒砂岩

細粒砂岩砂質軽石凝灰岩

３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の性状（ｓｆ－４断層：薄片観察結果）
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0 500m

３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の性状（ｓｆ－５断層：ボーリングコア観察結果 N1-E5孔（１））

134

N1-E5孔 （深度 242.1m～242.9m）

・ｓｆ－５断層の断層面は、固結・ゆ着しており、弱層部は認められない。

ボーリング調査位置図

N1-E5孔

鷹架層中部層軽石凝灰岩層（T2pt）
軽石凝灰岩

鷹架層中部層軽石混り砂岩層（T2ps）
砂質軽石凝灰岩(2)

ｓｆ－５ 断層
（上下の地層の混在部）

敷地内地質層序表（鷹架層）
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３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の性状（ｓｆ－５断層：ボーリングコア観察結果 N1-E5孔（２））

N1-E5孔 （深度230m～255m）

鷹架層中部層軽石混り砂岩層(T2ps)
砂質軽石凝灰岩(2)

鷹架層中部層軽石凝灰岩層(T2pt)
軽石凝灰岩 ｓｆ－５断層
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136

余白



0 500m

D-1孔 （深度 51.10m～51.60m）

敷地内地質層序表（鷹架層）

ボーリング調査位置図

鷹架層中部層 軽石凝灰岩層（T2pt）
軽石質砂岩

鷹架層中部層 軽石凝灰岩層（T2pt）
軽石凝灰岩ｓｆ－６ 断層

３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の性状（ｓｆ－６断層：ボーリングコア観察結果 D-1孔 (1)）

D-1孔

・ｓｆ－６断層の断層面は、固結・ゆ着しており、弱層部は認められない。
137
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３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の性状（ｓｆ－６断層：ボーリングコア観察結果 D-1孔 (2)）

40

41

42

43

44

45

46

47

48

49

50

51

52

53

54

55

56

57

58

59

ボーリングコア写真

CT画像

下図拡大範囲

50

51

52

鷹架層中部層 軽石凝灰岩層（T2pt）
軽石質砂岩

鷹架層中部層 軽石凝灰岩層（T2pt）
軽石凝灰岩

ｓｆ－６ 断層

GL-51.10m GL-51.60m
ｓｆ－６ 断層

まとめ資料
(2018.10.31)

資料1-2 p138 再掲
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D-1孔 （深度40m～60m）

鷹架層中部層軽石凝灰岩層(T2pt)
軽石凝灰岩

鷹架層中部層軽石凝灰岩層(T2pt)
軽石質砂岩 ｓｆ－６断層

139

３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の性状（ｓｆ－６断層：ボーリングコア観察結果 D-1孔 (3)）
まとめ資料

(2018.10.31)

資料1-2 p139 再掲



0 500m

・ｓｆ－６断層の断層面は、固結・ゆ着しており、弱層部は認められない。

ボーリング調査位置図

鷹架層中部層 軽石凝灰岩層（T2pt）
軽石凝灰岩

３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の性状（ｓｆ－６断層：ボーリングコア観察結果 G-3孔 (1)）

鷹架層中部層 軽石混り砂岩層（T2ps）
軽石混り砂岩（２）

G-3孔

G-3孔 （深度 46.10m～46.60m）

ｓｆ－６ 断層
(上下の地層の混在部)

敷地内地質層序表（鷹架層）

140

まとめ資料
(2018.10.31)

資料1-2 p140 再掲



141

ボーリングコア写真

３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の性状（ｓｆ－６断層 ボーリングコア観察結果 G-3孔 (2)）

CT画像

45

46

47 下図拡大範囲

鷹架層中部層 軽石凝灰岩層（T2pt）
軽石凝灰岩

鷹架層中部層 軽石混り砂岩層（T2ps）
軽石混り砂岩（２）

GL-46.10m GL-46.60m

ｓｆ－６ 断層
(上下の地層の混在部)

まとめ資料
(2018.10.31)

資料1-2 p141 再掲



142

３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の性状（ｓｆ－６断層 ボーリングコア観察結果 G-3孔 (3)

鷹架層中部層
軽石凝灰岩層（T2pt)

軽石凝灰岩 砂質軽石凝灰岩（１）
ｓｆ－６断層

G-3孔 （深度34m～58m）

混在部

鷹架層中部層
軽石混り砂岩層（T2ps)

軽石混り
砂岩（２）

まとめ資料
(2018.10.31)

資料1-2 p142 再掲



0 500m

・ｓｆ－６断層の断層面は、固結・ゆ着しており、弱層部は認められない。

敷地内地質層序表（鷹架層）

ボーリング調査位置図

鷹架層中部層
軽石混り砂岩層（T2ps）
砂質軽石凝灰岩（１)

３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の性状（ｓｆ－６断層：ボーリングコア観察結果 H-X孔 (1)）

鷹架層中部層
軽石混り砂岩層（T2ps）
砂質軽石凝灰岩（2)

H-X孔

H-X孔 （深度 31.00m～32.00m）

ｓｆ－６ 断層
(上下の地層の混在部)

143

まとめ資料
(2018.10.31)

資料1-2 p143 再掲



144

ボーリングコア写真

３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の性状（ｓｆ－６断層 ボーリングコア観察結果 H-X孔 (2)）

CT画像

拡大範囲

30

31

32

鷹架層中部層 軽石混り砂岩層（T2ps）
砂質軽石凝灰岩（1) 鷹架層中部層 軽石混り砂岩層（T2ps）

砂質軽石凝灰岩（2)

GL-31.00m GL-32.00m

ｓｆ－６ 断層
(上下の地層の混在部)

※ CT画像はコアの中心を通る断面のため，ｓｆ－６断層の位置
はボーリングコア写真と若干のズレが生じる。

まとめ資料
(2018.10.31)

資料1-2 p144 再掲



145

３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の性状（ｓｆ－６断層：ボーリングコア観察結果 H-X孔 (3)）

鷹架層中部層
軽石混り砂岩層(T2ps)

砂質軽石凝灰岩（1) 砂質軽石凝灰岩（2)
ｓｆ－６断層

H-X孔 （深度20m～40m）

混在部

まとめ資料
(2018.10.31)

資料1-2 p145 再掲



0 500m

146
・ｓｆ－６断層の断層面は、固結・ゆ着しており、弱層部は認められない。

ボーリング調査位置図

鷹架層中部層 軽石凝灰岩層（T2pt）
軽石凝灰岩

３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の性状（ｓｆ－６断層 ボーリングコア観察結果 H-X(2)孔 (1)）

ｓｆ－６ 断層
鷹架層中部層 軽石凝灰岩層（T2pt）

凝灰岩

H-X(2)孔

H-X(2)孔 （深度 103.80m～104.20m）

敷地内地質層序表（鷹架層）

まとめ資料
(2018.10.31)

資料1-2 p146 再掲



147

ボーリングコア写真

３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の性状（ｓｆ－６断層：ボーリングコア観察結果 H-X(2)孔 (2)）

CT画像

下図拡大範囲

103

104

鷹架層中部層 軽石凝灰岩層（T2pt）
軽石凝灰岩

鷹架層中部層 軽石凝灰岩層（T2pt）
凝灰岩

GL-103.80m GL-104.20m

ｓｆ－６ 断層※1

ｓｆ－６ 断層※1

※1 CT画像はコアの中心を通る断面のため、ｓｆ－６断層の位置
はボーリングコア写真と若干のズレが生じる。

まとめ資料
(2018.10.31)

資料1-2 p147 再掲



148

３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の性状（ｓｆ－６断層：ボーリングコア観察結果 H-X(2)孔 (3)）

鷹架層中部層
軽石凝灰岩層(T2pt)

軽石凝灰岩 凝灰岩
ｓｆ－６断層

H-X(2)孔 （深度92m～112m）

まとめ資料
(2018.10.31)

資料1-2 p148 再掲



0 500m

149

N10-4孔 （深度 35.80m～36.20m）

敷地内地質層序表（鷹架層）

ボーリング調査位置図

N10-4孔

鷹架層中部層 軽石混り砂岩層（T2ps）
砂岩・泥岩互層

鷹架層中部層 軽石混り砂岩層（T2ps）
礫混り砂岩ｓｆ－６ 断層

３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の性状（ｓｆ－６断層：ボーリングコア観察結果 N10-4孔 (1)）

・ｓｆ－６断層の断層面は、固結・ゆ着しており、弱層部は認められない。

まとめ資料
(2018.10.31)

資料1-2 p149 再掲



150

鷹架層中部層 軽石混り砂岩層（T2ps）
砂岩・泥岩互層

鷹架層中部層 軽石混り砂岩層（T2ps）
礫混り砂岩

ｓｆ－６ 断層

３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の性状（ｓｆ－６断層：ボーリングコア観察結果 N10-4孔 (2)）

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

ボーリングコア写真

CT画像

35

36
下図拡大範囲

GL-35.80m GL-36.20m
ｓｆ－６ 断層

まとめ資料
(2018.10.31)

資料1-2 p150 再掲
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N10-4孔 （深度20m～44m）

礫混り砂岩

151

３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の性状（ｓｆ－６断層：ボーリングコア観察結果 N10-4孔 (2)）

砂岩・泥岩互層

鷹架層中部層軽石混り砂岩層(T2ps)

礫混り砂岩 砂岩・泥岩互層
ｓｆ－６断層

まとめ資料
(2018.10.31)

資料1-2 p151 再掲



0 500m

152
・ｓｆ－６断層の断層面は、固結・ゆ着しており、弱層部は認められない。

敷地内地質層序表（鷹架層）

ボーリング調査位置図

鷹架層中部層 軽石混り砂岩層（T2ps）
砂質軽石凝灰岩(2)

３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の性状（ｓｆ－６断層：ボーリングコア観察結果 N10-4孔 (1)）

鷹架層中部層 軽石混り砂岩層（T2ps）
砂岩・泥岩互層

N10-4孔

N10-4孔
（深度 43.00m～45.00m）

ｓｆ－６ 断層
(上下の地層の混在部)

ｓｆ－６ 断層
(上下の地層の混在部)

まとめ資料
(2018.10.31)

資料1-2 p152 再掲



153

ボーリングコア写真

３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の性状（ｓｆ－６断層：ボーリングコア観察結果 N10-4孔 (2)）

CT画像

下図拡大範囲
43

44

45

鷹架層中部層 軽石混り砂岩層（T2ps） 砂質軽石凝灰岩(2)

鷹架層中部層 軽石混り砂岩層（T2ps）
砂岩・泥岩互層

GL-43.00m GL-44.00m

ｓｆ－６ 断層
(上下の地層の混在部)

ｓｆ－６ 断層
(上下の地層の混在部)

まとめ資料
(2018.10.31)

資料1-2 p153 再掲



154

３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の性状（ｓｆ－６断層：ボーリングコア観察結果 N10-4孔 (3)）

鷹架層中部層
軽石混り砂岩層(T2ps)

砂岩・泥岩互層 砂質軽石
凝灰岩(2)

ｓｆ－６断層

N10-4孔 （深度28m～48m）

混在部
軽石混り砂岩(3) 砂岩・泥岩互層

まとめ資料
(2018.10.31)

資料1-2 p154 再掲



0 500m

155

I-4孔 （深度 101.50m～101.90m）

敷地内地質層序表（鷹架層）

ボーリング調査位置図

I-4孔

鷹架層中部層
軽石凝灰岩層（T2pt）

軽石凝灰岩

鷹架層中部層
軽石凝灰岩層（T2pt）

軽石凝灰岩

３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の性状（ｓｆ－６断層：ボーリングコア観察結果 I-4孔 (1)）

I-4孔 （深度 118.40m～118.60m）

鷹架層中部層
軽石混り砂層（T2ps）
砂質軽石凝灰岩(2)

ｓｆ－６ 断層 ｓｆ－６ 断層 鷹架層中部層
軽石混り砂岩層（T2ps）
砂質軽石凝灰岩(1)

・ｓｆ－６断層の断層面は、固結・ゆ着しており、弱層部は認められない。

まとめ資料
(2018.10.31)
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156

ボーリングコア写真

３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の性状（ｓｆ－６断層：ボーリングコア観察結果 I-4孔 (2)）

CT画像

100

101

102
鷹架層中部層

軽石凝灰岩層（T2pt）
軽石凝灰岩

鷹架層中部層
軽石混り砂層（T2ps）
砂質軽石凝灰岩(2)

ｓｆ－６ 断層
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123
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129

ボーリングコア写真

CT画像

117

118

119

右図拡大範囲

右図拡大範囲

GL-101.55m GL-101.80m

GL-118.40m GL-118.60m

鷹架層中部層
軽石凝灰岩層（T2pt）

軽石凝灰岩

鷹架層中部層
軽石混り砂岩層（T2ps）
砂質軽石凝灰岩(1)

ｓｆ－６ 断層

ｓｆ－６ 断層※1

ｓｆ－６ 断層※1

※1 CT画像はコアの中心を通る断面のため，ｓｆ－６断層の位置
はボーリングコア写真と若干のズレが生じる。

まとめ資料
(2018.10.31)
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I-4孔 （深度95m～130m）

157

３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の性状（ｓｆ－６断層：ボーリングコア観察結果 I-4孔 (3)）

鷹架層中部層
軽石凝灰岩層(T2pt)

軽石凝灰岩
軽石混り

砂岩(2)
ｓｆ－６断層

砂質軽石

凝灰岩(2) 軽石凝灰岩
軽石混り

砂岩(1)

砂質軽石

凝灰岩(1)
軽石凝灰岩

ｓｆ－６断層

鷹架層中部層
軽石混り砂岩(T2ps)

鷹架層中部層
軽石凝灰岩層(T2pt)

鷹架層中部層
軽石混り砂岩(T2ps)

鷹架層中部層
軽石凝灰岩層(T2pt)

砂質軽石凝灰岩(1)

まとめ資料
(2018.10.31)

資料1-2 p157 再掲



３．ｓｆ系断層

敷地近傍におけるｓｆ系断層の性状（ｓｆ系断層確認位置）

158

：主要な断層の一般走向・傾斜の方向

第339回審査会合
(2020.2.21)

資料1-2 p158 加除修正

0 500 1,000m
※廃棄物管理施設では、北換気筒（ガラス固化
体受入れ・貯蔵建屋換気筒）という名称

・ｓｆ系断層の走向・傾斜は、概ね西南西－東北東走向の北傾斜及び南傾斜であり、いずれも逆断層である。



159

・ｓｆ－ｃ断層の断層面は固結・ゆ着しており、断層部には上盤、下盤及びそれ以外の岩相を起源とする混在部が分布し、混在部の一部
は上方向に岩脈状に連続すること、岩脈中では分級がみられる箇所があることから、脱水構造と考えられる。
→これら未固結時の変形構造が認められることから、ｓｆ系断層は鷹架層堆積当時～直後の未固結時の断層であると判断した。

sf-c断層
(混在部)

上下の岩相起源以外の
砕屑物を含む混在部が
岩脈状に分布する

鷹架層中部層軽石凝灰岩層(T2pt)軽石凝灰岩

鷹架層中部層軽石混り砂岩層(T2ps)
軽石混り砂岩

調査坑切羽観察結果（TD.987.0m）

調査坑切羽観察位置図

調査坑

(TD.987.0m)

敷地内地質層序表（鷹架層）

→SWNE←

礫質砂岩（砕屑岩脈）

混在部

軽石

sf-c断層

凡 例

岩相境界

T2ps（軽石混り砂岩）

T2pt（軽石凝灰岩）
sf-c断層

sf-c断層

・sf-c断層の境界面は固結・ゆ着している。

・境界付近には、凹凸が著しい混在部が認められ、

断層部から砕屑岩脈状に分布する箇所がある。

混在部

混在部（礫質砂岩）

混在部（礫質砂岩）

0 1 2 (m)

拡大1

拡大2

３．ｓｆ系断層

敷地近傍におけるｓｆ系断層の性状（ｓｆ-ｃ断層：調査坑切羽観察結果（１））

0 500 1,000m
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→SWNE←

鷹架層中部層軽石混り砂岩層
(T2ps)軽石混り砂岩

鷹架層中部層軽石凝灰岩層
(T2pt)軽石凝灰岩

鷹架層中部層軽石凝灰岩層
(T2pt)軽石凝灰岩

鷹架層中部層軽石混り砂岩層
(T2ps)軽石混り砂岩

拡大写真１

拡大写真２

→SWNE←

上下の岩相起源以外の
砕屑物を含む混在部が
岩脈状に分布する

・混在部の一部は上方向に岩脈状に連続すること、岩脈中では分級がみられる箇所があることから、脱水構造と考えられる。

まとめ資料
(2018.10.31)

資料1-2 p160 再掲

３．ｓｆ系断層

敷地近傍におけるｓｆ系断層の性状（ｓｆ-ｃ断層：調査坑切羽観察結果（２））



３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の活動性（ｓｆ－１断層）

・ｓｆ－１断層及びｓｆ－２断層は、地質分布から西側でｆ－２断層に接すると考えられる。一方、ｆ－２断層は、
ｓｆ－１断層及びｓｆ－２断層と接する箇所付近ではほぼ直線的に連続しており、ｓｆ－１断層及びｓｆ－２断層
による変位が生じていないと判断した。

→ｓｆ－１断層及びｓｆ－２断層の活動時期は、ｆ－２断層の形成前と判断した。

161

ｆ－２断層は直線的
に連続する。

ｓｆ－１断層（南上がり逆断層：最大落差85m)

ｓｆ－２断層（南上がり逆断層：最大落差25m)

：主要な断層の一般走向・傾斜の方向

（伏在）

まとめ資料
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３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の活動性（ｓｆ－３断層：全体）

ｓｆ-４断層トレンチ

sf-4断層

sf-1断層

sf-3断層

T2ps

T2ps

T2pt

T2pｔ

T1fs

sf-3断層トレンチ

基礎掘削工事範囲

T2cs

・f-1断層東側のボーリング孔で確認したｓｆ－３断層は、東西方向へ連
続し、最大変位量は145m程度であることを確認している。

・ｓｆ－３断層の西側は、f-1断層付近まで連続することを確認しており、ｓ
ｆ－３断層トレンチ内でｓｆ－３断層がｆ－１断層と同系統の断層に切られ
ることを確認している。

0 200m

sf-3断層の西側延長部付近では、鷹架層の地質
構造に変位・変形が認められない。

ｓｆ-３断層トレンチ

鷹架層上限面地質図

ボーリング調査位置

T2pt

T2pt

：主要な断層の一般走向・傾斜の方向

（伏在）
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３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の活動性（ｓｆ－３断層：トレンチ調査結果）

163

ｓｆ－３断層トレンチ

六ヶ所層 修正済み

まとめ資料
(2018.10.31)

資料1-2 p163 加除修正
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・ｓｆ－３断層の断層面は、固結・ゆ着しており、弱層部は認められない。

・ｓｆ－３断層は、六ヶ所層に変位及び変形を与えていない断層（ｆ－１断層と同系統の断層）に切られてい
る。

→ｓｆ－３断層の活動時期は、ｆ－１断層の形成前と判断した。

３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の活動性（ｓｆ－３断層：トレンチ調査結果 断層部拡大）

まとめ資料
(2018.10.31)
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T2ps

T2ps

T2pt

T2pｔ

T1fs

sf-3断層トレンチ

基礎掘削工事範囲

T2cs

・ｆ－１断層の西側では、ｓｆ－３断層の西側延長部付近でボーリングを実施しており、下部層細粒砂岩層(T1fs)と下部層泥岩層
(T1ms)の境界及び中部層と下部層の境界にｓｆ－３断層相当の地層の変位・変形がないことを確認している。

→ｓｆ－３断層はｆ－１断層に切られると判断した。

0 200m

sf-3断層の西側延長部付近では、鷹架層の地質
構造に変位・変形が認められない。 sf-3断層延長位置

T1fs/T1ms境界に数10m規模の
北上がりの変位・変形は認めら
れない。

中部層/下部層境界に数10m規
模の北上がりの変位・変形は認
められない。

ｆ－１断層とｓｆ－３断層との関係（鷹架層上限面地質図）

ｆ－１断層西側の地質断面図（南北断面 縦：横＝１：１）

３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の活動性（ｓｆ－３断層：ボーリング調査結果）

T2pt

：主要な断層の
一般走向・傾斜の方向

まとめ資料
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３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の活動性（ｓｆ－４断層：全体）

166

sf-4断層

sf-1断層

sf-3断層

T2pt

T2ps

T1fs

sf-4断層(最大変位量45m)

T3ms

0 200m

T2ps

ｓｆ-４断層トレンチ

ｓｆ-３断層トレンチ

・ｓｆ－４断層はｆ－１断層～ｆ－２断層間、及びｆ－２断層東側のボーリング孔でそれ
ぞれ東西方向へ連続し、ｆ－１断層東側での最大変位量は45m程度であることを
確認している。

・ｆ－１断層～ｆ－２断層間のｓｆ－４断層は、ボーリング孔で確認した地質構造から、
西側はｆ－２断層付近まで、東側はｆ－１断層付近まで連続すると考えられる。ま
た、ｓｆ－４断層トレンチ内でｓｆ－４断層がｆ－１ｂ断層と同系統の断層に切られるこ
とを確認している。

sf-3断層の西側及び東側延長部付近では、鷹架層の地
質構造に変位・変形が認められない。

T2pt

鷹架層上限面地質図

ボーリング調査位置

：主要な断層の一般走向・傾斜の方向

（伏在）
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ｓｆ－４断層トレンチ

３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の活動性（ｓｆ－４断層：トレンチ調査結果）

・ｓｆ－４断層の断層面は、固結・ゆ着しており、弱層部は
認められない。

・ｓｆ－４断層は、ゆ着した小断層に切られる。

まとめ資料
(2018.10.31)

資料1-2 p167 再掲



トレンチ底盤

ｓｆ－４ 断層

T1fs (細粒砂岩)

T1fs 

(細粒砂岩)
T1fs 

(細粒砂岩)

T2pt

(軽石質砂岩)

T2pt

(軽石質砂岩)

砂質軽石凝灰岩

・ｓｆ－４断層の断層面は、固結・ゆ着しており、弱層部は認められない。

・ｓｆ－４断層は、ゆ着した小断層に切られる。

T2pt (軽石質砂岩)

168

ｓｆ－４断層ｓｆ－４断層

砂質軽石凝灰岩

ｓｆ－４断層

ｓｆ－４断層

小断層

３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の活動性（ｓｆ－４断層：トレンチ調査結果）

まとめ資料
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・ｓｆ－4断層を切る小断層は、ｆ－１ｂ断層から分岐する小断層であり、ｆ－１断層やｆ－１ｂ断層と同系統の小断層である。

→ｓｆ－４断層の活動時期は、ｆ－１ｂ断層の形成前と判断した。

鷹架層下部層
細粒砂岩層
（細粒砂岩）

鷹架層中部層
軽石凝灰岩層
（軽石質砂岩）

鷹架層下部層
細粒砂岩層
（細粒砂岩）

鷹架層下部層
細粒砂岩層
（細粒砂岩）

ｓｆ－４断層トレンチ鷹架層上限面図

３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の活動性（ｓｆ－４断層：ｓｆ－４断層トレンチの小断層とｆ－１ｂ断層との関係）

ｓｆ－４断層を切る
小断層の走向

：主要な断層の
一般走向・傾斜の方向

（伏在）

まとめ資料
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・ｆ－２断層の西側及びｆ－１断層の東側では、ｓｆ－４断層の延長部付近でボーリングを実施し
ている。

・ｆ－２断層の西側（Ｂ－Ｂ’断面）では、鷹架層上部層泥岩層（T3ms)中の基底面及び同層中
の凝灰岩の挟み層（Ttf52、Ttf51)は、ｓｆ－４断層相当の地層の変位・変形がないことを確認
している。また、ｆ－１断層の東側（Ｃ－Ｃ’断面）では、鷹架層中部層軽石凝灰岩層（T2pt）が
連続して分布することを確認しており、さらにｓｆ－４断層東側延長位置の約200m南で北上が
りの地質構造及びｓｆ断層を確認している。

→ｆ－１断層～ｆ－２断層間のｓｆ－４断層は、西側のｆ－２断層及び東側のｆ－１断層に切られる
と判断した。

sf-4断層延長位置

sf-4断層延長位置

ｆ－２断層西側の地質断面図（南北断面 縦：横＝１：１）

ｆ－１断層東側の地質断面図（南北断面 縦：横＝１：１）

鷹架層上部層泥岩層中の凝灰岩
（鍵層）に数10m規模の北上がりの
変位・変形は認められない。

鷹架層中部層軽石凝灰岩層
（T2pt）が連続して分布する。

鉛直変位40m程度の北上がり
の構造が推定され、東側でsf
断層を確認している。

３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の活動性（ｓｆ－４断層：ボーリング調査結果）

T2ps

T2ps

T1fs

sf-4断層(最大変位量45m)

T3ms

0 200m

T2ps

sf-3断層の西側及び東側延長部付近では、
鷹架層の地質構造に変位・変形が認められない。

T2pt

：主要な断層の一般走向・傾斜の方向

まとめ資料
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・ｓｆ－５断層を確認した深度は標高-130m以深であり、いずれも鷹架層上部層泥岩層の下位で確認している。

171

３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の活動性（ｓｆ－５断層：ボーリング調査結果（１））

ｓｆ－５断層確認孔位置図

孔名 断層部の標高(m) 上盤の地質 下盤の地質

C-U -132.62m 軽石凝灰岩層(T2pt)軽石凝灰岩 軽石混り砂岩層(T2ps)砂岩・泥岩互層

J-T
上：-186.67m
下：-199.40m

上：細粒砂岩層(T1fs)細粒砂岩
下：軽石凝灰岩層(T2pt)軽石質砂岩

上：軽石凝灰岩層(T2pt)礫岩
下：軽石混り砂岩層（T2ps)砂質軽石凝灰岩(1)

N1-4 -171.55m 軽石混り砂岩層(T2ps)砂質軽石凝灰岩(1) 軽石混り砂岩層(T2ps)砂質軽石凝灰岩(2)

N1-E5 -187.65m 軽石凝灰岩層(T2pt)軽石凝灰岩 軽石混り砂岩層(T2ps)砂質軽石凝灰岩(2)

地質調査位置図

断層確認深度及び地質

C-U

J-T

N1-4

N1-E5

27

：主要な断層の
一般走向・傾斜の方向
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断層確認孔及び周辺孔の地質分布に基づく知見は次の通りである。

・ｓｆ－５断層の鉛直変位量は、40m以上である。

・ｓｆ－５断層の上位延長部では、断層が確認されない。また、鷹架層上部層泥岩層(T3ms)の基底面及び同層
中の凝灰岩の挟み層（Ttf52、Ttf51)は、ほぼ一定の傾斜で連続し、下位層と同じ変位は認められない。

→ｓｆ－５断層は、鷹架層上部層泥岩層(T3ms)に変位を与えていないと判断されることから、ｓｆ－５断層の活動
時期は鷹架層上部層泥岩層(T3ms)堆積前と考えられる。

172

W←

：ｓｆ－５断層確認位置

※２

※２：C-U孔は、断面の
54m手前（東）側か
ら投影している。

：ｓｆ－５断層確認位置

→E

S← →N

東西断面

南北断面

断
面
交
線

断
面
交
線

地質断面位置図

C-U

J-T

N1-4

N1-E5

※１

※１

※１：ｓｆ－５断層の形成時期（図面中のｓｆ－５断層の上端）について
・ｓｆ－５断層の形成時期は、T2pt及びT2psで確認された変位が、上位層のT3msの基底面及びT3ms中の凝灰岩
(Ttf52,Ttf51)に認められないことから、T3mｓ堆積前と判断できる。
・ｓｆ－５断層の形成時期がT2ps堆積後かT2ps堆積途中かについては確認していないが、T3ms基底面に変位が認
められないこと、及びｆ－２断層西側では鷹架層中部層最上部のT2ssが欠如しT2psとT3msが接しており、同境界
は時間間隙があると考えられることに基づき、ｓｆ－５断層の形成時期はT2ps堆積後と解釈して作図している。
（T2pt、T2ps、T3ms：断面図凡例を参照。T2ss：鷹架層中部層礫混り砂岩（T2psの上位層））

：主要な断層の
一般走向・傾斜の方向
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３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の活動性（ｓｆ－５断層：ボーリング調査結果（２））



３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の活動性（ｓｆ－６断層：ｆ－２断層との関係（１））
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・ｓｆ－６断層は、走向・傾斜がN60ﾟ～70ﾟE・50ﾟ～60ﾟSであり、最大鉛直変位量が約70mの南上がりの逆断層である。

・ｆ－２断層は、断層露頭・トレンチ調査、反射法地震探査の結果、敷地から、敷地南方の鷹架沼南岸付近まで、ほぼ直線的に連続して
いる。また、ｓｆ－６断層がｆ－２断層に接すると想定される位置を挟んだ区間において、ｆ－２断層の西側では鷹架層上部層泥岩層が、
東側では同層下部層及び中部層が分布することを確認している。

→ｓｆ－６断層はｆ－２断層に切られていると考えられることから、ｓｆ－６断層の活動時期は、ｆ－２断層よりも古いものと判断した。

敷地内におけるｆ－２断層確認位置（鷹架層上限面地質図）敷地近傍におけるｆ－２断層確認・推定位置（地質平面図）

：敷地南方の鷹架層確認露頭

出
戸
西
方
断
層

ｆ－２断層はほぼ
直線的に連続する。

：反射法地震探査による
ｆ－２断層推定位置

：ｆ－２断層確認露頭
及びトレンチ

露頭Ａ

露頭Ｂ

※１

※１：仮にｓｆ－６断層がｆ－２断層より活動が新しい場合、ｓｆ－６断層の南傾斜南上がりで
鉛直変位量約70mであること、ｆ－２断層が西傾斜していることから、ｆ－２断層は直線
的に南方へ連続しないと考えられるが、敷地内及び敷地南方の調査結果においては、
ｆ－２断層はほぼ直線的に連続している。したがって、ｓｆ－６断層はｆ－２断層に切られ
ていると判断した。

（伏在）
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出
戸
西
方
断
層

：反射法地震探査による
ｆ－２断層推定位置

：ｆ－２断層確認露頭
及びトレンチ

露頭Ａ

露頭Ｂ

174

ｆ－２断層露頭地質観察結果（露頭A） ｆ－２断層露頭地質観察結果（露頭B）

鷹架層下部層(T1)

写真範囲

沖積低地堆積層

鷹架層下部層（T1)
灰～青灰色細粒砂岩からなる。

f-2断層（N10°E70°W)
幅10mmの断層粘土を伴う。
断層面は明瞭で、条線が認められる。

55E
60N

10E

70W
50cm0

←東

鷹架層中部層
粗粒砂岩層（T2cs)

写真範囲

崖錐堆積層

80E

57S

西→

50cm0

←東 西→

鷹架層下部層（T1)
淡黄灰色泥岩からなる。
断層から約0.6mの範囲に
断層面と斜交する節理が密集する。

40E

70E

30E

65E 観察面

約15° 北→

鷹架層下部層(T1)
鷹架層下部層(T1)

f-2断層（N35°E67°W)
断層面は密着する。
断層に沿った幅0.1m間は割れ目が密集する。

鷹架層下部層（T1)
淡黄灰色泥岩からなる。

鷹架層中部層粗粒砂岩層（T2cs)
軽石混り青緑灰色中粒～粗粒砂岩
からなる。

観察面はほぼ鉛直の北向き面
35E

67W

75E

80N

３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の活動性（参考：ｓｆ－６断層（敷地南方におけるｆ－２断層確認露頭（露頭Ａ、Ｂ））

敷地近傍におけるｆ－２断層確認・推定位置図
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余白
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NS-３測線（南北鉛直断面）

・鷹架層下部層及び同中部層に与える変位量に累積性は認められない。

３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層の活動性（累積性）

変位量：約65m
（下部層上面）

変位量：約70m
（軽石凝灰岩層上面）

地質断面位置図

第339回審査会合
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・ｓｆ系断層は、走向が概ね西南西－東北東であり、傾斜が北傾斜と南傾斜の逆断層が認められることから、南北
方向の圧縮によって生じた断層と判断した。

・数10m以上の変位量が認められるが、変位量に累積性は認められないことから、繰りかえし活動した断層ではな
いと判断した。

・鷹架層上部層に変位を与えていないこと、ｆ系断層に切られること、及び断層面周辺に未固結時の変形構造が
認められることから、鷹架層堆積当時～直後の未固結時の断層と判断した。

３．ｓｆ系断層

ｓｆ系断層のまとめ

項目
ノンテクトニック断層の主な特徴

（重力性断層の例）
テクトニック断層の主な特徴 ｓｆ系断層の知見

(1)分布
・地形・地質構造に規制された走向・変
位センスを有する。

・形成時の周辺の応力場に関連した走向・変
位センスを有する。

・ｓｆ系断層の走向・傾斜は、概ね西南西－東北東走向
の北傾斜及び南傾斜であり、いずれも逆断層である。

(2)活動性 ・活動の累積性は認められない。

・最終活動時期の地層まで連続して変位・変
形が認められる。
・活動の累積性が認められる。
・変位量は断層規模に比例し、長さ数十km

の断層の場合、１回の変位量は数m程度で
ある。

・鷹架層上部層に変位を与えていない。
・ｆ系断層に切られる。
・鷹架層下部層及び同中部層に与える変位量に累積
性は認められない。
・変位量は25m～100m程度である。

項目 古い断層の主な特徴 活断層の主な特徴 ｓｆ系断層の知見

(3)性状
・軟質な破砕部やせん断面は認められ
ない。

・破砕や鏡肌を伴い、複合面構造が発達する
場合が多い。

・すべてのｓｆ系断層確認地点において、断層面は固
結・ゆ着しており、軟質な破砕部やせん断面は認めら
れない。
・断層部には上盤、下盤及びそれ以外の岩相を起源と
する混在部が分布する。
・混在部の一部は上方向に岩脈状に連続すること、岩
脈中では分級がみられる箇所があることから、脱水
構造の可能性がある。

横田ほか(2015) (１７)等を参考に作成
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